
平成31年5月9日  May 9, 2019 
 
 
 
 
 

 

 基盤医学特論 
 Tokuron Special Lecture 
 

消化器内視鏡から覗き見る、基礎・臨床・社会医学研究 
Basic, clinical, and social medical science researches through gastrointestinal endoscopy 
 

名古屋大学大学院医学系研究科 

病態内科学講座（消化器内科学分野） 
Department of Gastroenterology and Hepatology, 

Nagoya University Graduate School of Medicine 
 

藤 城   光 弘 教授 
Professor, Mitsuhiro Fujishiro 

 
1950 年に日本で開発された胃カメラにより、ヒトの消化管内観察が

可能となり、胃カメラ→ファイバースコープ→電子スコープへの技術革

新に伴い、現在では、消化器内視鏡を用いて、観察のみならず、組織採

取、さらには治療も行われるようになっている。演者が携わってきた、

消化器内視鏡を用いた基礎・臨床・社会医学研究を紹介することで、消

化器内視鏡分野における今後の研究の方向性を共に模索してみたい。 
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日時 201９年５月９日（木） 午後 5 時から午後 6 時半 
Date May 9, 2019 (Thu), 17:00 – 18:30 
場所 医学部基礎研究棟 第４講義室 
Venue Lecture Room 4,  4th Floor of the Basic Medical Research Building 
言語 発表：日本語 パワーポイント：英語 
Language Talk：Japanese,  PowerPoint：English 
主催 プレミアムレクチャー実行委員会 
Organizer Premium Lecture Steering Committee 
 
★講演終了後、鶴友レストランにて情報交換会（無料）開催！！ 
★名古屋大学所属の研究者と学生向けの講演です。一般の方はご遠慮ください。 


